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1. 中心星に対して成り立つ運動方程式は
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　惑星に対して成り立つ運動方程式は
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r = r1 − r2 とすると、
(1)
m1

− (2)m2 より、
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(1)(2)を組み合わせることで、2体の問題を 1体の問題として考えられるようになった。さらに、

相対ベクトルを使っていることから、この式はベクトルの原点から見た場合の物体の運動を表して

いることがわかる。これから、この式は中心星から見て惑星はどんな動きをしているのかを表す式

であることがわかる。

2.

r = (x, y)に対して |r| =
√

x2 + y2だから、
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v≡ (vx, vy) = (dx
dt
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dt
)と定義すると、
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と表せる。
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